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（ １ ）

■障連協にゅーす 28号目次
１ 年頭の挨拶、障害者週間記念事業 ２ ドンマイの会、地域づくりフォーラム、編集後記

年頭の挨拶
新年を迎え、明けましておめでとうございます。

皆様のご健勝とご多幸を心からお祈り致します。

昨年は、旭川障害者連絡協議会【略称：障連協】に多大なるご理解とご協力を賜り

まして誠に有り難うございます。心からお礼申し上げます。

昨年より旭川市障害者福祉センター「おぴった」の運営に３期目の指定管理者とな

りました。また、「おぴった」設立１０周年を迎え、多くのご来賓、一般の方や障害

者団体の方々にご出席をいただき、７月に記念式典を行いました。

管理職員の永年勤続者の表彰と西川旭川市長より、おぴったを清掃している障害者

の方一人一人に謝礼状を手渡されました。旭川市よりの委託事業として、障害者スポー

ツ大会、スポーツ教室等にご参加下さいまして有り難うございます。

８月には障連協主催の第８回おぴったまつりも天候に恵まれましたが、札幌で野菜の漬物による食中毒事故が発

生し、心配しておりましたが、例年通りのお客様が参加されて良かったなと安堵いたしました。

また、特別支援学校を旭川市に誘致する活動協力をしておりましたことについては、平成２８年度に計画案が出

たようであります。

１０月には北海道でも「障害者虐待防止条例」が採択されましたが、１１月初旬に札幌市月寒で、夫７４歳が７

２歳の婦人の（脳梗塞患者）介護疲れもあってか暴力により死亡させた不幸な事件がありました。他に支援や相談

など手を尽くすことが出来なかったのでしょうかと思うと非常に残念に思います。

一昨年１１月の新聞記事で、４月～９月まで６ヶ月間に、全国の公立小学校・中学校・高校における「いじめ」

の発生件数が、１４万４０５４件もあり、北海道では３４７８件あったとの報道がありました。全国の前年同期に

よる比較で２倍の発生件数になったとのこと、人は個々に自由に生きる権利があり、人は何人にも【妨害・いじめ】

をする権利はありません。命の尊さ、大切さを認識すべき教育・指導に徹していくべきであると思います。

今年度も皆様には安心で安全な場所であります「おぴった」のご利用を心からお願い申し上げまして、年頭の挨

拶とします。 旭川障害者連絡協議会 理事長 髙津 修

平成２４年１２月９日（日）前日からの落ち着いた天候から一転し今年も大雪の中、旭川市障害者週間記念事業

が開催されました。旭川大学・旭川女子短期大学部 手話サークル「ド・レペ」による、手話合唱と澄んだ音色の

ハンドベル演奏で幕開けされました。

主催者による西川市長、髙津理事長の挨拶の後、来賓者からは三井市議会議長、旭川市社会福祉協議会 佐藤常

務理事より挨拶を頂きました。その挨拶の中にはこの事業の目的である「一般健常者の方々に障害者を理解しても

らう」という目的があるが、国で定めた１２月３日から１２月９日の

障害者週間の存在すら認識が薄いという厳しい言葉も頂きました。

また、記念講演では在日フィンランド大使館 領事であるミンナ・

コッコネン氏より講演を頂き、フィンランドの福祉を会場からの質問

を含め日本との違いを学ぶことが出来ました。アトラクションでは旭

川千翔太鼓の重量感ある演奏、旭川啓北中学校ボランティア部の愛嬌

あるジャグリング、旭川北の大地の華麗なＹＯＳＡＫＯＩ演舞、愛別

から伝統ある蝦夷ひょっとこ踊りなどが披露されました。

会場奥には旭川市内の福祉施設・福祉事業所・障害者団体１５カ所

障害者週間記念事業
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平成２４年１１月１７日（土）旭川市市民活動交流センター（Ｃｏ

ＣｏＤｅ）にて開催されました。

北海道高機能広汎性発達障害児者親の会（ドンマイの会）・旭川支

部は、お陰様で１０周年を迎え、この節目に「発達障害への理解と支

援これまでの１０年・これからの１０年」～ドンマイの活動を通して

～と題して講演会が行なわれました。

これまでの活動を支えて来て頂いた、教育大の安達先生、萩原先生、

大久保先生、札幌でも支援されている金井先生方に発達障害者への理

解や支援の状況等を話されました。

シンポジウムでは、各先生方と小学部、中高校部、青年部の代表の

お母さん方とトークとドンマイの村田会長がコーディネータをされ研

修、広報、ボランティア、本人活動の各部の部長、サロン担当とこれまで取り組んできた活動、今後の展望を話し合

いました。

最後に、この会の活動を支えて下さいました皆様に深く感謝申し上げ、今後ともよろしくお願い致します。ありが

とうございました。 ドンマイの会 青山 弥生
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■発行日／２０１３年１月２５日
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■電話・ＦＡＸ／0166－31－2226

■印刷：地域活動支援センター｢かがやき工房｣ 〒070-0035 旭川市５条通５丁目１６９０-１ TEL・FAX 29-1294

▼２０１２年は漢字１文字で表すと「金」だそ

うです。ロンドンオリンピックでは金・銀・銅メ

ダルラッシュ、山中伸弥教授がｉＰＳ細胞で

ノーベル賞受賞で金字塔、実際に見られた

方もいらしゃると思いますが金環日食、消費税や生活

保護など“金”に関わる問題、何かと“金”にまつわる事

柄が多かった１年でした。今年こそ、皆様にとって良い

お年でありますように心よりお祈り致します。（Ｈ．Ｓ）

（ ２ ）

日 時 ２０１３年１月２５日（金）

１３：００～１６：３０（１２：３０受付）

場 所 旭川市大雪クリスタルホール 大会議室

（旭川市神楽３条７丁目）

講 演 「なぜ人は虐待するのか～誰もが共に安心して暮らせる地域とは」

講師：野沢 和弘 氏（毎日新聞社論説委員）

シンポジウム 「虐待を防ぐ地域づくりを考える」

シンポジスト 大澤 邦昭 氏(北海道知的障がい福祉協会 権利擁護委員)

林 和典 氏(旭川市神居・江丹別地域包括支援センター センター長)

高桑 和寿 氏(旭川市福祉保険部障害福祉課 課長補佐)

主 催 上川圏域障がい者総合相談支援センター～ねっと～

上川地域づくりフォーラム実行委員会、他

虐待についての一般向けシンポジウムが開催されました。

ドンマイの会 １０周年を迎えて

による展示販売なども行われ来場者で賑わっていました。

当日には旭川市のゆるキャラである「あさっぴー」と出来たての地産地消キャラである「影狼（かげろう）」も

駆けつけ、来場者と記念写真を撮るなどの交流をしていました。この事業は障害者当事者である当法人では重要

な事業であると位置づけし、今後も障害者活動や実態を健常者の方々に周知を図る期間として事業を深めたいと

考えています。

上川地域づくりフォーラム

テーマ「誰もが安心して暮らせる地域をつくるために」
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